
 

パブリックコメント結果の報告 

 

第５次呉市長期総合計画（案）のうち「第１編  序論」及び「第２編  基

本構想」部分の策定に当たり，令和２年１０月１日（木）から令和２年１０

月３０日（金）まで（３０日間）意見募集を行い，４人の方から３０件の意

見が提出されました。 

意見の内容 市の考え方 

第１編 序論 

本総合計画に包含されている旧軍港

市転換法と国土強靭
じん

化基本法等により

政策の一部は達成が可能  

 「旧軍港市転換法」に基づく旧軍港市

転換計画と「強くしなやかな国民生活の

実現を図るための防災・減災等に資する

国土強靱化基本法」に基づく国土強靱化

地域計画を包含した本総合計画を着実に

推進することで，基本構想に掲げる将来

都市像の実現を目指します。  

第２編 基本構想 

 第１章 将来都市像 

日本製鉄瀬戸内製鉄所呉地区が撤退

した後の用地を払い下げて貰い，企業

誘致を進めこれからの時代に向けて水

素工場・物流関係・大型旅客船等を受

け入れられるような工業団地の開発が

可能となり明るい展望が開けるのでは

ないか。 

日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区

が休止した場合の跡地の活用について

は，地域経済にとって大変重要であると

認識しています。頂いた御意見は，今後

の施策の取組を進める上で参考にさせて

いただきます。 

 

日本製鉄瀬戸内製鉄所呉地区撤退後

について構想が何ら説明されていない

のはなぜか。総合計画に組み込まれて

いないことは計画期間も決まっていな

いことになり具体的な事業にならない

のではと推察するがいかがか。  

日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区

の休止発表に関する影響や認識について

は，「第１編序論  第３章呉市を取り

巻く環境  ３経済の動向  (2)呉市の動

向（１３ページ）」及び「第２編  基本

構 想  第 １ 章 将 来 都 市 像 （ ２ ８ ペ ー

ジ）」に記載しています。  

なお，基本構想では，日本製鉄株式会

社瀬戸内製鉄所呉地区の休止発表の影響

も含め，本市が抱える様々な課題の解決

に向けて取り組む政策を示しています。  

製造業出荷額の中で食品製造分野は

著しく低く数パーセント以下となって

いる。これを改善する方策として，例

えば，日新跡地に植物工場や柑橘類加

工団地を誘致する。  

「第２編  基本構想  第１章  将来都

市像（２８ページ）」の，私たちが描く

未来の呉市の中で，地域経済を活性化さ

せていくためには，鉄鋼業をはじめとし

た重厚長大な産業だけに頼らない多様性

のある産業構造を築くことを記載してい

ます。なお，日本製鉄株式会社瀬戸内製
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鉄所呉地区が休止した場合の跡地の活用

については，地域経済にとって大変重要

であると認識しています。頂いた御意見

は，今後の施策の取組を進める上で参考

にさせていただきます。 

呉駅前旧そごう跡地の取得のために

補正予算２億数千万円を計上して議会

で可決されている件についての構想が

何ら説明されていないのはなぜか。  

基本構想は令和１２年度末における呉

市の「将来都市像」と，その実現に向け

て１０年間で取り組む「目指すべき姿」

を政策分野ごとに示すものであるため，

個別の案件である旧そごう呉店跡地の具

体的な活用については示していません。  

なお，本件については，「総合交通結

節点の形成」，「賑
にぎ

わいとまちなか居住

を推進する複合施設の整備」など，将来

ビジョンやロードマップを盛り込んだ

「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を，

令和２年４月に策定・公表しています。  

青山町の元自衛隊集会所青山クラブ

を購入した件についての構想が何ら説

明されていないのはなぜか。呉軍港の

日本遺産の関連として修復するべきな

のに何ら手を打っていない。放置した

ままでは老朽化が進み莫大な予算を掛

けることになる。構想があって購入し

たのではないか。  

基本構想は令和１２年度末における呉

市の「将来都市像」と，その実現に向け

て１０年間で取り組む「目指すべき姿」

を政策分野ごとに示すものであるため，

個別の案件である青山クラブ等の具体的

な活用については示していません。    

青山クラブ等につきましては，幸町エ

リアにおける，にぎわい創出拠点として

活用することを目的に国から購入しまし

たが，活用については，今後の社会経済

情勢や呉駅周辺地域総合開発の進捗，大

和ミュージアムのリニューアルの検討状

況を見ながら，慎重に検討する必要があ

ると考えています。  

 第２章 目指すべき姿 

「政策分野１子育て・教育分野」で

は子育ての一歩として企業に保育施設

の設置を協力してもらう。  

  

企業が設置運営等に関わる保育施設に

ついては，市が認可した事業所内保育事

業と認可外の企業主導型保育事業があり

ます。 

呉市では「第２期呉市子ども・子育て

支援事業計画」において，既存の認可施

設のみで対応できない場合，事業所内保

育事業等の認可事業の活用を進めること

としています。また，企業主導型保育施

設については，多様な働き方に柔軟に応



 

じるための施設として，公益財団法人児

童育成協会が実施する審査について，市

として推薦や情報提供等の協力をしてお

り，今後も保育の質の向上につながる必

要な指導，助言を行っていきます。  

教育では学校教育の充実を促進し目

の行き届いた教育を目指す。小中一貫

教育はやめる。校区内での小中校の連

携で中１ギャップは解消できる。両城

小・港町小・両城中の連携で既に実績

がある。一貫教育で小中廃校により地

域の衰退が進み過疎化となる。  

小学校は，心身の発達に応じて，義務

教育として行われる普通教育のうち基礎

的なものを施すことを目的としており

（学校教育法第２９条），中学校は，小

学校における教育の基礎の上に，心身の

発達に応じて，義務教育として行われる

普通教育を施すことを目的としています

（学校教育法第４５条）。これらの目的

を達成する上で，小中一貫教育は有効な

手段であると考えています。呉市では，

小中連携にとどまらず，全ての中学校区

で，義務教育９年間で目指す子どもの姿

や教育方針を設定して取り組む小中一貫

教育を進めることで，中１ギャップの解

消などの成果を上げてきたと捉えていま

す。また，小中学校の統廃合は，教育環

境の整備のために行うものです。地域か

ら学校がなくなることによる地域への影

響については，関係課が連携し，呉市と

して地域振興に取り組んでいきます。  

「政策分野４文化・スポーツ・生涯

学習」では若者の都市離れしない対策

としてスケートボード・自転車等の競

技施設の設置で若者に夢を与える事も

必要 

スポーツは若者に夢を与えることがで

きるものであると認識しています。頂い

た御意見は，前期基本計画を策定する中

で検討していきます。  

「政策分野５産業分野」では序論で

述べているように企業誘致をしっかり

やることではないか。就職を希望する

地域では１位が呉市内，２位が広島県

内となっている。地元で就職出来るこ

とが呉市の発展につながるはずであ

る。 

企業誘致により雇用を確保すること

は，呉市の発展にとって重要であると認

識し，これまでも誘致活動に取り組んで

きました。頂いた御意見は，今後の施策

の取組を進める上で参考にさせていただ

きます。 

「政策分野６都市基盤分野」ではコ

ンパクトなまちづくりを推進しようと

しているが，中央部に住んでいる市民

は影響が少ないかもしれないが，高所

部に住んでいる市民は，今住んでいる

人口減少の中にあっても，地域に必要

な生活サービス施設や地域コミュニティ

が維持・確保されるよう，コンパクトな

まちづくりの推進が必要と考えていま

す。立地適正化計画は，安全で利便性が



 

住居を解体して中央部に移ることは出

来ない。中央部に移るには解体費・固

定資産税等の費用が掛かり過ぎる。高

所部の住民の理解は得られない。高所

部の住民（高齢者）のために良い知恵

を出してほしい。  

高い区域に時間をかけて,居住等を誘導

していく計画ですが,区域外にお住まい

の方々が,建替等を契機に,区域内への住

み替えを選択肢として検討いただけるよ

う,区域内の利便性の向上等を図るとと

もに,住み替え等への支援についても ,今

後，検討していきます。  

公共インフラでは災害時の停電・断

水が発生しない都市を目指してほし

い。 

災害時に断水が発生しないよう，水道

施設の改築更新に合わせて施設の強靭化

を計画的に進めているところです。災害

時のライフラインの機能の確保について

は，電気・ガス等のライフライン事業者

と協力し，取り組んでいきます。  

土砂災害や川の氾濫が起こらないた

めにも国土強靭化法にのっとり，森林

管理だけでなく山林管理を含めた防災

対策を講じていただきたい。  

 

適切な森林管理については，森林環境

譲与税を活用した森林整備等に取り組ん

でいます。治山事業については，広島県

に対して事業の促進を要望するととも

に，呉市において小規模崩壊地復旧事業

を推進しているところです。今後もこれ

らの取組を実施し，防災・減災に向けて

取り組んでいきます。  

防災用として色々なハザードマップ

が発行されているが，ハザードマップ

を見て避難してくれと言う前に危険個

所をなくしていくことが本来の防災で

あるべき姿であるはず。  

災害の起こらないまちづくりをして

ください。災害弱者にならないために

も国土強靭化の推進をしてください。  

国土強靱化を推進する上で，危険箇所

の解消は着実に進めていかなければなら

ない事業であると認識しています。な

お，ハード対策には，多くの時間と費用

を必要とすることから，ハード対策に加

え，ハザードマップにより危険な場所を

周知することなどのソフト対策を組み合

わせて防災対策を進めているところで

す。 

教育分野で小中校のトイレを和式か

ら洋式にするようご検討お願いしま

す。時代にマッチしていない。  

小中学校トイレの洋式化については，

子どもたちにとって快適な教育環境を実

現するための一環として，整備を進めて

います。今後も洋式化率の向上に向けて

取り組んでいきます。  

 その他 

空き家の多い居住地を再開発。例え

ば，自家用車でアクセスできない不便

を解消するため，等高線帯状に幹線道

路を設けて狭隘
あい

道路を解消する。  

空き家問題の解消に向け，危険な空き

家の除却や空き家の利活用促進のため移

住希望者住宅取得の支援にも取り組んで

います。また，住民の利便性向上や防災

面からも，既存の狭隘道路の拡幅に向け

た取組を進めており，これらの取組を実



 

施することで，より良い住環境の整備を

推進していきます。  

第４次呉市長期総合計画では，令和

２年度末の目標人口を２３万人として

いたが，人口減少は続き，ここ数年の

人口減少は毎年約３千人にもなり，そ

の目標は達成できない状況にある。こ

の状況をどのように捉え，目標を下回

った原因をどう分析しているのか，ご

教示願いたい。 

平成２３年に策定した「第４次呉市長

期総合計画」では，令和２年度末の人口

を２３万人に設定し，さらには平成２７

年度以降，若年層の定着を目指して「呉

市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を

策定し，各種の取組を実施してきまし

た。しかし，日本の人口減少・少子高齢

化は進展しており，呉市においても人口

減少は避けられない状況であると捉えて

います。こうしたことから，令和２年度

末における目標達成は難しい状況となっ

ており，その大きな要因を，次の２点と

分析しています。  

１ 出生数の減少（自然減）  

若者の結婚や出産に対する意識の変化

（未婚・晩婚化）や若年層の人口減少    

２ 転出超過（社会減）  

都市部 (東京都・広島市など )への仕

事を理由とする転出や近隣都市（広島

市・東広島市など）への住宅事情・婚

姻を理由とする転出  

第５次呉市長期総合計画では，呉市

を誰もが住み続けたいまちとするた

め，八つの政策分野で取組を進めるこ

とになっており，その将来都市像実現

のためには，目標人口の設定が必要と

思うが，令和１２年度末の目標人口

は，定めないのか。  

目標人口（あるいはそれに代わるも

の）を基本計画等の中で定めるのであ

れば，どの程度の人口を想定している

のか，伺いたい。  

 第５次呉市長期総合計画では，目標人

口は設定しない予定です。  

 前期基本計画の中で，まち・ひと・し

ごと創生総合戦略と人口ビジョンも一体

的に策定する方向で検討を進めており，

その人口ビジョンの中で，将来の呉市の

人口を展望することとしています。  

 将来人口推計については，今後，前期

基本計画の中でお示しする予定としてい

ます。 

２０３０年までの計画で，２０６０

年までの人口予測より３０年人口予

想。呉市人口減少問題は，日本の人口

増加時代も急減。  

呉市の人口予測については，国の人口

ビジョンを踏まえ，今後基本計画ととも

に策定していく人口ビジョンにおいてお

示しする予定です。  

産業構造問題，二地域居住は無理難

題。都市があまりに遠方。神戸大阪。

東京。 

二地域居住は，多様なライフスタイル

を実現するための手段の一つとして注目

されており，呉市においても，広島市な

ど近隣の都市との二地域居住や東京との



 

二地域居住をしながら，呉市でゲストハ

ウスを運営している方などの事例があり

ます。 

呉市の温室効果ガス排出量の中期目

標２０１３年比２６パーセント減は達

成可能。日本製鉄瀬戸内製鉄所呉が撤

退。休止ではない。  

市役所等の公共建物においてのＣＯ２

削減計画が記載されていない。  

呉市の温室効果ガス排出量は，平成２

５年度と比較して平成２８年度は０．

１％の削減に留まっています。  

ＣＯ ２削減に向けた市役所の取組につ

いては，「呉市地球温暖化対策実行計画  

事務事業編（くれエコアクションプラ

ン）」を策定し，令和４年度を目標年度

として取組を進めています。  

これまでも「呉市環境基本計画」を策

定し，削減に向けた取組を進めておりま

すが，引き続き，目標達成に取り組んで

いきます。 

過疎地の交通手段は。生活バスも空

気運送模様。 

地域の特性や移動ニーズに応じて，公

共交通サービスの見直しを進め，地域に

よっては新たな交通モードへの転換も図

りながら，市民の移動手段の確保に取り

組んでいきます。  

水産業の効率化ならびブランド化。

牡嘱の養殖は日本一。他は。陸上でも

海の魚が養殖できる時代。休耕田など

の活用。空き家対策と共に，休耕田な

どの対策を。 

 品質や付加価値の向上による水産物の

ブランド化等を推進するとともに，ＡＩ

やＩｏｔ等の先端技術を活用したスマー

ト水産業や養殖漁業に取り組むなど経営

の多角化を支援します。  

 農地については，休耕田にならないよ

う，担い手の確保や有害鳥獣対策等を推

進するとともに，休耕田については，農

地集積による農地再生や農村環境の保全

に取り組んでいきます。  

中心市街地も空洞化。駐車場開発ば

かり増加。新産業は何処に。  

ＣＯＲＯＮＡで在宅勤務が主になる

首都と呉市は産業構造が違う。  

新産業は大勢の人を活用しない産業

が中心となるかも。高度人材。  

誰もが安心して住み続けられる魅力あ

ふれるまちを実現するため，呉市立地適

正化計画に基づき，市民の暮らしを支え

る都市機能と居住機能の誘導等により，

一定の人口密度を維持していくととも

に，呉駅周辺地域総合開発を推進してい

るところです。 

本基本構想では，テレワークやワーケ

ーションなど働き方や生活様式に対する

社会の変化にも対応したサテライトオフ

ィスなどの誘致にも取り組むこととし，

重厚長大な産業だけに頼らない多様性の



 

ある産業構造を築いていくことを目指し

ています。 

幼保からの教育が必要。ならび社会

人の再教育。高度人材教育  

幼稚園や保育所，家庭や地域社会にお

ける学びを通じて，就学前の子どもの健

全な心と体や，未来を創り出す力，小学

校につながる教育の基礎を培っていくこ

ととしています。  

基本構想では，生涯学習について，市

民一人ひとりが自ら学ぶ意欲を満たし，

あらゆる機会にあらゆる場所で学び，生

き生きと活動できる環境を整えること

で，生涯を通じて学ぶことができるまち

を実現することとしています。  

なお，新たな知識や技能，教養が取得

できる大学などで行われるリカレント教

育の促進については，前期基本計画を策

定する中で検討していきます。  

市役所における事務の合理化。ＤＸ

の導入など。活用できる人材。  

 行政手続きのデジタル化などによるス

マート自治体への転換を進め，市民サー

ビスの向上と併せて内部事務の効率化を

図るとともに，スマート自治体に適応し

た職員の技能育成と，市民のニーズに的

確に対応した市政運営に取り組んでいき

ます。 

呉市阿賀マリノポリス等の計画倒れ

にならないように。工業団地新設予定

より，広大な空き地が誕生。公害急

減。対策。 

阿賀マリノポリスへの企業誘致・留置

を積極的に進め，地域経済の活性化と雇

用の創出を図ります。  

なお，日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所

呉地区が休止した場合の跡地の活用につ

いては，地域経済にとって大変重要であ

ると認識しています。  

警固屋地区は，高潮対策が必要な個

所が数か所。対策を。警固屋支所なら

び渡船付近。大正橋や鍋桟橋付近。  

危険 個所 は急 傾 斜 地ば かり では な

い。 

高潮対策が必要な海岸は数多くあるこ

とから，広島県では平成１６年の台風１

８号で大きな被害を受けた天応地区の護

岸改修を優先して進めています。  

警固屋地区の要望箇所は高潮ハザード

マップでも浸水区域となっていることか

ら，海岸の整備計画への位置づけなど県

と協議していきます。  

呉市で小学校中学校の統廃合がさら

に進むと思うが廃校の対策は。いつま

でも，旧鍋小学校の雑草や清掃対応は

 旧鍋小学校は跡地の活用方針が決定す

るまでの期間，暫定的な地元利用のた

め，警固屋地区社会福祉協議会に維持管



 

無理難題。 

警固屋には大きな巨大な空き建物な

らび不潔なプールがあります。廃校に

なった旧鍋小学校。とても危険な危険

建物になるようです。  

理（草刈りを含む。）を条件に無償貸付

をしています。また，建物等についても

市職員による安全点検を実施するなど，

適正な管理に努めています。  

音戸の瀬戸公園は野犬とイノシシが

活躍。観光客が危険。熊は出没しない

ので安心です。 

公園を安全に利用できるよう，適切な

維持管理と有害鳥獣対策等に引き続き取

り組んでいきます。  

 

 




